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アナリスト・コメント

• 2005年 9月よ り裏付け債権の元本返済が開始されているが、 これまでに延滞・デフォルト した
債権は 1件もなく、 パフォーマンスは良好である。

• 本取引では、 各受益権に対して優先劣後構造による信用補完が提供されているが、 各参加金融
機関保有のジュニア劣後受益権は他の参加金融機関の譲渡貸付債権の損失をカバーする こ と

ができない仕組みとなっている。 ただし、 シニア劣後受益権は、 すべての参加金融機関の譲渡

貸付債権の損失を共通でカバーするこ とができるため、 シニア劣後受益権よ り も上位の受益権

においては、 各ジュニア劣後受益権が共有化できない仕組みの影響は低減される。

• 優先受益権ないしシニア劣後受益権は予定元本交付金額を限度と して 3ヶ月毎に元本償還され
る一方、ジュニア劣後受益権は期中の元本償還が行われない仕組みとなっている。したがって、

優先受益権ないしシニア劣後受益権に対する劣後比率は上昇している。

• また、 信託に留保されている現金が、 優先受益権ないしシニア劣後受益権の残高合計額を超過
しており、 各受益権が毀損する リ スクは極めて限定的である。

取引概要

* 現在の受益権元本残高は、2007 年 1 月の交付日に予定されている元本償還を反映させた後の数値である。

貸付債権元本総額： 26.1億円
発行金額： 14.1億円
ストラクチャー・タイプ： キャ ッシュ型、 スタティ ッ ク型

参加金融機関： 
（オリジネーター / サービサー）

株式会社三菱東京 UFJ銀行 (Aa2/Prime-1/C)
株式会社東京都都民銀行 （格付けなし）
株式会社八千代銀行 （格付けなし） （3銀行。 金融機関コード順）

セラー： 中小企業金融公庫 (Aaa)
受託者： 三菱 UFJ信託銀行株式会社
アレンジャー： 株式会社三菱東京 UFJ銀行及び三菱 UFJ証券株式会社
裏付け資産： 中小企業向け貸付債権

償還方法： 2006年 1月から 3ヵ月毎コン ト ロールド ・ アモチ償還
（毎年 1月、 4月、 7月、 10月）
ジュニア劣後受益権の元本償還は期中には行われない

配当の支払い： 3ヵ月毎
（毎年 1月、 4月、 7月、 10月。 ただし 2004年 10月を除く）

残高 ( 億円 ) 償還期日 格付け

回号 ( 当初 ) ( 現在 ) 利率 発行日 ( 予定 ) ( 法定最終 ) ( 当初 ) ( 現在 )

優先受益権 10.9 2.7 0.49% 2004/09/30 2007/10/15 2008/10/15 Aaa Aaa

メザニン受益権 1.8 0.5 0.89% 2004/09/30 2007/10/15 2008/10/15 A2 Aaa

ジュニアメザニン受益権 1.4 0.4 - 2004/09/30 2007/10/15 2008/10/15 Baa2 Aaa

広域 CLO （東京都・神奈川県・横浜市・川崎市合同）
中小企業金融公庫の証券化支援業務のもとで実施された買取型第一号案件

コンタクト：

齋藤 奈都子

シニア アソシエイト
03-5408-4283

増田 厚
アナリスト
03-5408-4189

関 雄介

シニア・バイス・プレジデント
03-5408-4152

お問い合わせ：

クライアント・ デスク
03-5408-4100

2007 年 3 月末現在

2007 年 6 月
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資産プールのパフォーマンス

* 期限前弁済が発生したため、債務者数が減少している。

 

債権残高 [ 期末 ]
( 百万円 )

デフォルト金額
( 百万円 ) 残高率 劣後比率

累積
デフォルト率 延滞率

デフォルト
件数 債務者数

 当初 2,610 - 100.0% 46.1% - - - 58

2004/12 2,610 0 100.0% 46.1% 0.00% 0.00% 0 58

2005/03 2,610 0 100.0% 46.1% 0.00% 0.00% 0 58

2005/06 2,610 0 100.0% 46.1% 0.00% 0.00% 0 58

2005/09 2,560 0 98.1% 47.0% 0.00% 0.00% 0 * 57

2005/12 2,240 0 85.8% 53.4% 0.00% 0.00% 0 57

2006/03 1,920 0 73.6% 62.0% 0.00% 0.00% 0 57

2006/06 1,600 0 61.3% 73.9% 0.00% 0.00% 0 57

2006/09 1,255 0 48.1% 93.7% 0.00% 0.00% 0 *56

2006/12 941 0 36.1% 124.3% 0.00% 0.00% 0 56

2007/03 628 0 24.0% 185.4% 0.00% 0.00% 0 56

元本残高率： 債権元本残高 ［期末］ /当初債権元本残高
劣後比率： （ジュニア劣後受益権の期末残高合計額＋シニア劣後受益権の期末残高） /債権元本残高 ［期末］ × 100
累積デフォルト率： 累積デフォルト金額 /当初債権元本残高× 100
延滞率： 延滞債権元本残高 /債権元本残高 ［期末］ × 100
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